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 19歳女子の潜伏徽毒治療中起りたる

nuloeytoseと締すべき1例に就て

エ臨床所見及輕過概略

2「サ」齊1及蒼鉛剤の使用：量

3血液所見

4血液「グルタチオン」

5血液徽轟反慮

．6「サ」劃皮膚反慮

に就て検査せる結果を記載してあるo

Agra一

               （四川抄）

  抗原液に酸、瞳基及び「アルコのル」を

  添加して鎚る徴毒血清禰艘結合笈恋の

  饗化に就て

              熟田 正秀

  皮膚科泌尿器科難誌46巻2號

 徽毒血清ワ反慮愛撫に當塑、一般に「アルカ

リ」を抗原液に混加すれば反慮度弱く、盤酸、

rフェノhル」叉は目本藥局方純「アルコール」を

混罰すれば陽性度精々上昇し、盤酸及び純「ア

ルコール」、．文は「フェノ■一一ル」及び純「アルコー

ル」の三者を同時に市議すれば最も高度に陽性

度の上昇を認める。斯くの如き陽性度上昇現

象は、一方に於て抗禮たる患者血糖中の一部隠

れたる文は偏在せる自家類脂禮が混加藥品によ

り賦活されて能動性となると同時に他方抗原

丁エキス」の能力が梅強される事に因ると信ず

る。  、           （八木抄）

  陰嚢表皮組織知見禰遺 上有刺層或は

  前穎粒層と下有頼層との匠分像！ stて

              北村 包彦

              西村勝之輔

              讐  晟訓

        同   誌

 著者等は初め陰嚢ij血瘤例に、次で肉眼的健常

な陰嚢5例中2例に表皮有棘層の上下層聞に戴

然たる細胞形態差別を認めたが、下層帥ち大圓

形核、多角形癌細胞暦はその灰見から推すと正

常角化遇程とは別種の一種特殊な讐殖厭態に左

る。斯くの如き上下暦の画別は、其の上層の横

概紡錘棘細胞は本來正常角化過程によって下暦

の棘細胞、但し現在の特殊潜殖旧態に入る以前

の認れから推移したるものであらうが、下層の

多角形棘細胞が特殊握麺駅態に左る現在では、

寧ろ、後者の暦を縫ふて基底層から上向ずる細

胞索文は連鎮によって断生細胞を補給されつS

ある魏がある。（八米抄）

  汗憲腫・特に其成因に就て

              山口  正

              蜘藤 五郎

        同   誌

 47歳家婦で、8年前より毎夏魚眼駅の深在性

水萢形成が左右濁稔的に顔面に限局獲生する定

型的の本症の1’例を輕験した。本例は組織學的

所見より、汗腺排泄管部に於ける一一Ptの腫蕩性

3曾殖及汗止部に：於ける異常角化堀！殖に依るもの

と推測するものである。（八木抄）

  「タリウム」脱毛に継て

              大場 英雄

  皮膚科泌尿器科雑誌48雀3號

            （昭手014年9ノヨ）

 酉昔酸「タリウム」、筍与酸「タリウム」及び踊イヒ

タリウム」の脱毛作用は殆ど同程度で、122例申

2例に於て白内障を護生し、術慢性及急性rタ

リウム」中毒症を観察し、脱毛皮膚部に於ける

組織學的所見を記載して居るQ（八木抄）

  貿虚血稜の紡計醐観察

              高橋  明

              植田 貢三

              原田儀一鄭

              小杉 勤一

              大越 正秋

              花井 國夫

       同   誌、

 著者等は昭和2年9，月から昭和12年12月迄の

10年4ヶ月間に於ける東大泌尿器科外來に於て

949例の腎臓結核症例を輕験し、此等の統計的

直立を行ったものである。（八木抄）

  結露菌の抗酸性雨邸知見補血（第1報）

  旧基酸の直接作用に依る結楼菌の抗酸

  性寸寸にi当て

一一一一 撃?10 gg 81 一


